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㈱東京精密（7729）平成 29 年 3月期 第 1四半期決算短信 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

  当第1四半期連結累計期間における内外経済情勢は、米国では堅調な個人消費を背景に景気の拡大

基調が続き、欧州の景気も総じて緩やかに回復しました。一方で中国を始めとするアジア新興国や資

源国の景気は減速を続け、日本でも企業収益や個人消費に力強さを欠き景気足踏み状態が続く中で、

急激な円高の進行により景気の先行きは予断を許さない状況が続いております。加えて6月には英国

のＥＵ離脱問題が発生し、世界経済の先行きには不透明感が強まりました。 

  このような状況下、当第 1 四半期連結累計期間の連結業績は、受注高 197 億 13 百万円（前年同期

比 4.6%減）、売上高 163 億 23 百万円（前年同期比 11.1%減）、営業利益 28 億 63 百万円（前年同期比

26.5%減）、経常利益 25 億 88 百万円（前年同期比 34.4%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益 18

億75百万円（前年同期比31.8%減）となりました。 

当第1四半期連結累計期間のセグメント別概況は以下の通りです。 

【半導体製造装置部門】 

  半導体製造装置部門では、半導体デバイス牽引役のスマートフォン需要を踏まえた半導体メーカ

の設備投資サイクルにより設備需要は前四半期比増加しましたが、スマートフォン需要の全般的な

減速傾向を受け各メーカの設備投資姿勢は前年に比べ慎重さを増しました。一方で自動車の電装化

に伴う車載向け半導体や各種ストレージ向けメモリ半導体需要などが堅調に推移しました。こうし

た中、当社装置の受注・売上も前四半期比で順調に増加しましたが、前年同期比では減少となりま

した。 

  当部門における当四半期の受注高は 127 億 4 百万円（前年同期比 4.8%減）、売上高は 110 億 11 百

万円（前年同期比10.3%減）、営業利益は22億36百万円（前年同期比22.6%減）となりました。 

【計測機器部門】 

  計測機器部門では、主要ユーザーである自動車関連業界が引き続きワールドワイドな生産体制構

築の観点から積極的な設備投資を進めました。一方で国内企業の設備投資は全般的に力強さを欠き、

政府助成金を活用した中堅中小企業の投資も審査結果の発表が 6 月だったため多くが翌期以降に持

ち越されました。また、中国、東南アジアにおける投資需要も引き続き力強さを欠いています。こ

うした中、当社装置の売上も翌期以降持ち越し等のため減少、受注は前年同期比では減少したもの

の引き続き高水準を維持、前四半期比では増加に転じています。 

 当部門における当四半期の受注高は 70 億 8 百万円（前年同期比 4.3%減）、売上高は 53 億 12 百万

円（前年同期比12.9%減）、営業利益は6億26百万円（前年同期比37.7%減）となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

【資産、負債及び純資産の状況】 

当第 1 四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 5 億 56 百万円増加し、1,024 億

90 百万円となりました。増減の主な要因は、建物及び構築物の増加 43 億 28 百万円、現金及び

預金の増加 13 億 35 百万円、仕掛品の増加 12 億 21 百万円、建設仮勘定の減少 25 億 81 百万円、

受取手形及び売掛金、電子記録債権の減少25億47百万円等であります。 

当第 1 四半期末における負債は、前連結会計年度末に比べ 5 億 67 百万円増加し、230 億 83

百万円となりました。増減の主な要因は、支払手形及び買掛金、電子記録債務の増加 16 億 78

百万円、未払法人税等の減少11億2百万円等であります。 

当第 1 四半期末における純資産は、前連結会計年度末に比べ 10 百万円減少し、794 億 7 百万

円になりました。この結果、自己資本比率は76.8%になりました。 
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㈱東京精密（7729）平成 29 年 3月期 第 1四半期決算短信 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成 29年 3月期の連結業績予想につきましては、前回発表時(平成28年 5月 10日)の見通し

を変えておりません。 

(注) 業績見通し等の将来に関する記述は、内外の経済状況、為替レートの変動、業績に影響を与える 

その他の要因等現時点で入手可能な情報をもとに、当社グループが合理的であると判断した一定の

前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。これらは、市況 

競争状況、新製品の導入及びその成否を含む多くの不確実な要因の影響を受けます。従って、実際 

の売上高及び利益は、記載されている予想数値とは大きく異なる場合がありますことをご承知おき 

ください。 

２. サマリー情報（注記事項）に関する情報

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い､「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務

上の取扱い」（実務対応報告第 32 号 平成 28 年 6 月 17 日）を当第 1 四半期連結会計期間

に適用し､平成 28 年 4 月 1 日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法

を定率法から定額法に変更しております｡ 

この結果､当第 1 四半期連結累計期間の営業利益､経常利益及び税金等調整前四半期純利

益がそれぞれ21百万円増加しております｡ 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号  平成 

28年 3月28日）を当第1四半期連結会計期間から適用しております｡ 
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(株)東京精密(7729) 平成29年３月期第Ⅰ四半期決算短信

３. 四半期連結財務諸表

　(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年3月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年6月30日)

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 27,389 28,725

　　受取手形及び売掛金 23,484 19,742

　　電子記録債権 2,522 3,717

　　商品及び製品 2,163 2,197

　　仕掛品 10,117 11,338

　　原材料及び貯蔵品 3,802 4,098

　　その他 3,309 2,040

　　貸倒引当金 △ 78 △ 67

　　流動資産合計 72,710 71,791

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物（純額） 9,866 14,195

　　　その他（純額） 12,138 9,977

　　　有形固定資産合計 22,005 24,172

　　無形固定資産

　　　のれん 315 360

　　　その他 568 539

　　　無形固定資産合計 884 899

　　投資その他の資産

　　　その他 6,339 5,631

　　　貸倒引当金 △ 5 △ 5

　　　投資その他の資産合計 6,334 5,626

　　固定資産合計 29,223 30,699

　資産合計 101,933 102,490
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(株)東京精密(7729) 平成29年３月期第Ⅰ四半期決算短信

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年3月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年6月30日)

負債の部

　流動負債

　　支払手形及び買掛金 6,094 6,778

　　電子記録債務 5,724 6,718

　　短期借入金 1,200 1,200

　　未払法人税等 1,898 795

　　引当金 1,014 506

　　その他 5,484 6,139

　　流動負債合計 21,416 22,139

　固定負債

　　役員退職慰労引当金 133 137

　　退職給付に係る負債 646 597

　　その他 319 208

　　固定負債合計 1,099 943

　負債合計 22,515 23,083

純資産の部

　株主資本

　　資本金 10,374 10,380

　　資本剰余金 21,392 21,397

　　利益剰余金 45,630 46,039

　　自己株式 △ 115 △ 115

　　株主資本合計 77,282 77,701

　その他の包括利益累計額

　　その他有価証券評価差額金 759 450

　　為替換算調整勘定 650 444

　　退職給付に係る調整累計額 80 98

　　その他の包括利益累計額合計 1,491 993

　新株予約権 436 436

　非支配株主持分 208 276

　純資産合計 79,418 79,407

負債純資産合計 101,933 102,490
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(株)東京精密(7729) 平成29年3月期第Ⅰ四半期決算短信

　(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

　　　　四半期連結損益計算書

　　　　第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年4月 1日
  至 平成27年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年4月 1日
  至 平成28年6月30日)

売上高 18,367 16,323

売上原価 10,851 9,553

売上総利益 7,515 6,769

販売費及び一般管理費 3,620 3,906

営業利益 3,895 2,863

営業外収益

　受取利息 5 5

　受取配当金 46 47

　その他 14 44

　営業外収益合計 66 97

営業外費用

　支払利息 6 9

　為替差損 9 360

　その他 2 2

　営業外費用合計 18 371

経常利益 3,944 2,588

特別利益

　子会社株式売却益 6 －

　新株予約権戻入益 1 －

　特別利益合計 8 －

特別損失

　その他 － 6

　特別損失合計 － 6

税金等調整前四半期純利益 3,952 2,582

法人税、住民税及び事業税 1,486 750

法人税等調整額 △ 291 △ 51

法人税等合計 1,194 699

四半期純利益 2,758 1,882

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 6

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,752 1,875

6



(株)東京精密（7729） 平成29年3月期第１四半期決算短信

　　　四半期連結包括利益計算書

　　　第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年4月 1日

  至 平成27年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年4月 1日

  至 平成28年6月30日)

四半期純利益 2,758 1,882

その他の包括利益

　その他有価証券評価差額金 3 △ 309

　為替換算調整勘定 △ 21 △ 179

　退職給付に係る調整額 △ 46 17

　その他の包括利益合計 △ 64 △ 471

四半期包括利益 2,694 1,411

（内訳）

　親会社株主に係る四半期包括利益 2,686 1,402

　非支配株主に係る四半期包括利益 7 8
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（株）東京精密（7729）  平成 29 年 3 月期 第 1 四半期決算短信 

（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません｡ 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません｡ 

（セグメント情報等） 

1.前第 1 四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4 月 1 日  至 平成 27 年 6 月 30 日） 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 （単位：百万円）

報告セグメント 
合計 半導体

製造装置 計測機器 計 

売上高 

外部顧客への売上高 12,270 6,097 18,367 18,367

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － －

計 12,270 6,097 18,367 18,367

セグメント利益 2,890 1,005 3,895 3,895

（注）セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております｡ 

2.当第 1 四半期連結累計期間（自 平成 28 年 4 月 1 日  至 平成 28 年 6 月 30 日） 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 （単位：百万円）

報告セグメント 
合計 半導体

製造装置 計測機器 計 

売上高 

外部顧客への売上高 11,011 5,312 16,323 16,323

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － －

計 11,011 5,312 16,323 16,323

セグメント利益 2,236 626 2,863 2,863

（注）セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております｡ 

②報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり､法人税法の改正に伴い､平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため､事業セグメント

の減価償却の方法を同様に変更しております｡ 

当該変更により､従来の方法に比べて､当第 1 四半期連結累計期間のセグメント利益が「半導体

製造装置」で 20 百万円､「計測機器」で 0 百万円それぞれ増加しております｡ 
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